













Study on the double standard of curriculum
− In the culinary arts training curriculum −
I had for my object to talk on a possibility of the curriculum management that each specified 
held difficulty and crossed a subject by giving a food family of a high school as an example and 
comparing “licensed cook training facility guidance guideline” of “curriculum guidelines” and 
the Ministry of Health, Labour and Welfare head notice of the Ministry of Education, Culture, 
Sports, Science and Technology bulletin.
Then “licensed cook training facility guidance guideline” of “curriculum guidelines” and the 
Ministry of Health, Labour and Welfare head notice the Ministry of Education, Culture, Sports, 
Science and Technology annunciates can happen to see a difference in subjects.
Key Words：curriculum, curriculum management, high school education,
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教育内容 授業時間数 単位数 教育目標




































































































































































































科目名 学年 単位 学習内容
家庭学科
の科目
生活産業基礎 １ 2 様々な産業について学び、職業への関心を高めます









総合調理実習 2 3 食材の扱い、大量調理に向けた実践力を身に付けます











食文化 2 １ 食物の歴史、郷土料理などの食の文化を学びます
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要性、授業時間数の管理などの負担が生じることになる。特に授業時間数の管理については、
部活動をはじめとする諸活動の関係を考慮する必要がある。あわせて教師自身が、当該科目が
調理師の科目か認識しているかどうかということも検討が必要である。
６．まとめ
　本稿では、調理師免許取得可能な高等学校を例に、文部科学省告示の「学習指導要領」と厚
生労働省局長通知の「調理師養成施設指導ガイドライン」を検討することで、中教審答申で言
われている教科を横断したカリキュラム・マネジメントの可能性について論じる一助になるこ
とを目的としたところである。
　①授業の出席に関する所管省庁間の行政指導内容における差異については、授業時間数など
出欠管理については、文部科学省よりも厚生労働省のほうがより厳格であることが明らかに
なった。②所管省庁間それぞれで定められている教育内容の検討については、文部科学省が告
示する「学習指導要領」と厚生労働省局長通知の「調理師養成施設指導ガイドライン」では、
教育内容で一部内容が重複する分野もあれば、まったく重ならない分野もあり、不足した分野
や授業時間に対しての補完が生じていることが見受けられた。
　中教審答申（2016）において、「新しい時代に求められる資質・能力を子供たちに育むために
は、『社会に開かれた教育課程』を実現することの必要性」、「『アクティブ・ラーニング』の視
点を踏まえた指導方法の不断の見直しによる授業改善や『カリキュラム・マネジメント』を通
した組織運営の改善のための組織体制の整備の必要性」が叫ばれている。
　今後、カリキュラム・マネジメントを考慮していく中で教育課程におけるダブルスタンダー
ドの問題解決に向けての方策を検討していく必要があるだろう。あわせて、調理師養成施設を
持つ専門高校における不足した分野や授業時間に対しての補完が生じる教員負担について、今
後検討する必要があるだろう。
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引用
１　例えば、看護師資格取得には、看護高等学校（看護科、専攻科の5年間）をはじめ、看護専門学校、
看護学部などの大学において合計3000時間以上の養成教育を受けることで、看護師国家試験の受
験資格が得られ、国家試験に合格、申請により厚生労働大臣から看護師免許が交付される。
2　文部科学省ホームページ　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kaikaku/main8_a2.htm 最終確認
日2017.9.30
3　文部科学省ホームページ　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kaikaku/main8_a2.htm 最終確認
日2017.9.30　にある各年度の高等学校教育の改革に関する推進状況結果には、調査項目の追加削
減がなされているが挙げた3つはほぼ毎回取り上げられている。
４　向陽高等学校ホームページ　http://www.koyogakuen.ed.jp/high_school/hs_cyouri_naiyou.html 最
終確認日2017.9.30
5　北海道文教大学明清高等学校ホームページ　http://www.bunkyo.ed.jp/program/cooking/ 最終確
認日2017.9.30
6　盛岡誠桜高等学校ホームページ　http://www.morioka-seio.ed.jp/subject/ 最終確認日2017.9.30
7　東京都立農業高等学校ホームページ　http://www.nogyo-h.metro.tokyo.jp/site/zen/content/000079
282.pdf 最終確認日2017.9.30
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